
「旅館におけるデジタル活用術」

株式会社山水荘
渡邉 利生

～生産性革新への取り組み～



水織音の宿 山水荘

1953年創業。 「旧いますや」から独立する。
四季折々の花鳥風月を楽しむことができる荒川の景勝や
1000坪の庭園があり、 滝の音と大自然に抱かれて浸る絶景の源泉かけ流し露天風呂「太子
の湯」を筆頭に、展望大浴場「瀧の湯」「淵の湯」、大浴場「つれづれ」「たまゆら」、5種類の貸切
風呂など、野趣あふれる温泉の醍醐味が味わえる湯彩の宿です。

みおりねのやど さんすいそう

●施設

●沿革

全69室 ／ 1泊2食 13350円～41950円



なぜデジタル化が必要なのか

デジタル化が最終目的ではない

デジタル化による生産性向上



なぜデジタル化＝生産性向上の取り組みを始めたのか？

＜経営課題＞ ＜目指す指針＞

日本人の人出不足
と生産年齢人口の

減少
今後さらに深刻化

企業への
賃上げプレッシャー

団体客
→個人客

人口減少社会での
旅行者の縮小と
競争激化

利益体質が
崩れる

需要増→需要減
時代

社会保険料の
企業負担額も

増

●収益力の改革と向上
●作業改善から

顧客満足向上へ
●働き方改革による

労務環境の改善
●デジタル化による

業務効率向上
●固定費の圧縮と

給与所得の賃上げ

これから激変する経営環境に適応でき、
持続的に発展可能な宿泊産業の成長モデルを構築する。



デジタル化によるマーケティング



変化の激しい時代

新たなプレーヤーの参入
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～2000年 ～2020年

国内リアルAGT→国内OTA→海外OTA→メタサーチ
販売チャネル・流通経路の多様化

2020年～



個人客時代の集客 口コミ



インバウンドFITの集客
口コミ Booking.comのレビュー



蜜を避けた商品・情報発信
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SNS・Google情報発信



デジタル化による業務改善



デジタル化生産性向上の取組み①

業務シフト編成の再構築
BEFORE

出勤か、早番か中番か遅番か 細かい時間はタイムカードで社員任せ



デジタル化生産性向上の取組み①業務シフト編成の再構築

シフトソフトによる勤務体制と労働時間の見える化とマルチタスク、休暇取得の促進

CSVによる給与計算

ソフトとの連動、給与
計算業務も効率化

AFTER



デジタル化労働生産性向上の取組み②
料理準備・料理提供の見直しBEFORE AFTER



デジタル化生産性向上の取組み③

フロント・売店編BEFORE AFTER



デジタル化生産性向上の取組み④

予約データから調理場 編BEFORE AFTER



デジタル化生産性向上の取組み③

予約 編BEFORE AFTER

PMS（ホテルシ
ステム）との
連動により
手入力作業の
軽減



労働生産性向上の取組み 成果
BEFORE AFTER

・通常時の下膳終了が平日11時以降
お正月GW等の特日は、下膳終了が
夜2時以降

→長時間労働、膨大な深夜割増労働時間

・基本給低い、低賃金、慢性的長時間労働

・基本給安い、残業時間多、総人件費高

・固定費高い、収益率悪い

・通常時の下膳終了 10時には全会場終了
お正月GW等の特日は、下膳終了が
夜12時前には終了
→働き方改革、深夜割増労働時間の削減

・基本給アップ、年間105日休日、閑散期と
繁忙期で残業時間が変動
閑散期は一人45時間以内

・基本給アップ、残業時間減、総人件費減
・固定費減、収益力アップ

0.26

0.28

0.3

0.32

0.34

売上総人件費比率

年間の売上高と総人件費率

2015 2016 2017 2018 2019
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コロナ時代でも力強く生き抜く旅館のモデル
水織音の宿 山水荘 リニューアルオープン



最後までご清聴ありがとう
ございました。

水織音の宿 山水荘
渡邉 利生


